
令和７年度 市政懇談会について（中部地域） 

 

１．出席者状況 

○市側出席者 

 市長、副市長、総務部長、政策企画局長、福祉環境部長、医療対策監、教育部長、秘書広報課長 

２．会の概要 

○開会（秘書広報課長） 

 ・会の趣旨説明 

 ・出席者紹介 

 

○あいさつと施政方針の概要説明（山本市長） 

市長と語り合う会・地区別懇談会の状況を踏まえ、日中に 5 地区で市政懇談会を実施することとした。 

会では 3 つの部局長が重点施策について説明する。会議の時間を 60 分から 90 分に延長し、皆さんと活発

に意見交換する場としたい。 

 

人口減少や少子高齢化に伴う担い手不足、自然災害の頻発・激甚化など、地方行政を取り巻く環境は深刻

の途に直面している。 

その一方で益田市では明るい兆しも見えている。例えば、高津川が 4 年ぶりに清流日本一に返り咲き、山

城サミットでは予測を上回る多くの方々の参加があり、市民の皆様や地域外の方々に益田市の魅力や価値に

気づいていただいた。萩・石見空港東京線は令和 11 年 3 月まで運航が決定、大阪線は 8/8 から 8/14 までの

7 日間に運航期間が伸びた。また、アムスメロンの GI 登録により、国のお墨付きをいただいた。 

観光の分野においても、12 月に寧波市を訪問し相互に交流を深めることを確認した。また益田市観光協会

が川崎市観光協会・石垣市観光交流協会と連携協定を締結するなど、新たな交流の可能性も生まれてきてい

る。 

地域 DMO として「一般社団法人ますだプライドクリエーション」が設立され、今後、観光庁の支援を受

けながら、観光の戦略づくり、実施部隊となっていくことになっている。更には吉田地区の区画整理事業（南

部地区事業）を実施するほか、三隅・益田道路が来年の 3 月に開通予定、吉田地区と高津地区を結ぶ元町人

麿線高津工区も着手される。 

このように、益田市の発展の潜在要素がさらに引き出される可能性が出てきたことから、今年度の施政方

針はキーワードを「地域の潜在力を活かした持続可能な発展」とし、以下の 4 つの重点方針を掲げた。 

 

開催日（曜日） 会  場 時  間 
出席人数 

男 女 計 

令和７年４月８日（火） 市民学習センター 14:00～15:30 １７ ２ １９ 



①中山間地域振興と交通確保 

中山間地域の生活の維持に向け、自助・共助・公助の最適バランスを追求し、官民連携や近隣自治体との

連携によって、飛行機やバス路線などの地域公共交通の維持確保を図っていく。 

 

②観光と交流の更なる推進 

日本全体では海外からの観光客が大幅に増加しており、特に今年は大阪・関西万博が開催されることによ

り、更なる増加が見込まれている。こうしたチャンスをとらえ、観光交流の機運の高まりを積極的に利用し

ていきたい。 

 

③地球温暖化への対応 

益田市では、照明をＬＥＤに替えたり、施設の屋根に太陽光発電装置を設置して、なるべく再生可能エネ

ルギーを活用するようにしており、現在では市役所の庁内で使用する電力は全て再生可能エネルギー由来の

電力にしている。さらに、今後、電気自動車の活用、或いは主に夏場・冬場、熱中症予防の観点を踏まえて、

服装のウォームビズ・クールビズを通年化し、冷暖房の使用も適切にしていこうと考えている。 

 

④益田市型中高一貫教育の推進 

益田市内の高校等と連携した取組や、島根大学や松江高専と連携して小・中学生の学力育成に取組んでい

る。今後も学力を育成とともに高校卒業後の選択肢を広げるように、より魅力的な教育環境を目指していき

たいと考えている。 

 

○各部局からの報告 

＜政策企画局＞ 

（1）広報・情報発信強化 

・秘書課を秘書広報課とし、広報広聴室を新設。 

・SNS による情報発信を強化する。 

 益田市公式 LINE で市政・イベント・防災情報を配信している。多くの方に登録いただきたい。  

・市民との対話機会創出（市長の訪問座談会・ランチミーティング等） 

（2）空港利用促進 

・東京線利用者：13 万 5694 人（コロナ前の 96.4％回復）令和 11 年 3 月まで継続運航決定。 

・大阪線：8 月 8 日～14 日の 7 日間の運航決定。 

（3）路線バス（都茂線）廃止予定  

（4）地域自治組織支援 

・地域自治組織に対し補助金制度（上限：100 万円）を積極的に活用いただきたい。 

 

＜教育部＞ 

（1）学校施設の耐震化 

・益田中学校の渡り廊下は夏頃工事完了で、耐震化 100％達成予定。 

（2）学校を核とした地域づくり 

・豊川地区の拠点整備中 

（3）雪舟の郷記念館改修 



・令和 8 年 4 月リニューアルオープン予定。 

（4）教育と地域の連携 

・対話プログラムの効果として、地元高校生の地元定着意欲の向上が見られた。 

（5）給食費の値上げ 

・物価高騰の中、栄養教諭の工夫・努力では賄えないため値上げする。 

（小学校：＋33 円、中学校：＋37 円） 

・増額分は激変緩和措置として、市が 3 分の 2 を負担する。 

（6）「ふるさと・ひとつなぎコーディネーター」制度開始 

・学校と地域を結ぶ役割に加え、市外在住者ともつなぐ機能を付加した。 

（7）3 館連携（県立石見美術館、萩市立須佐歴史民俗資料館、市立歴史文化交流館）での益田家に関する

企画展を実施 

・4/26～6/16：中世益田家関連展示。 

・5/10、5/11：シンポジウム開催。 

 

＜福祉環境部＞ 

（1）益田市差別のない人権尊重の社会づくり条例 

・令和 7 年 4 月施行。6/28 に研修会を開催予定。 

（2）益田市犯罪被害者等支援条例 

・県内初の条例制定。4/17 に記念講演を実施。 

（3）猫の不妊・去勢手術費補助金 

・飼い主のいない猫への去勢・不妊手術に補助金を交付する。 

（4）一般不妊治療費助成事業 

・市民の声を踏まえ補助上限額を増額した。 

 

○意見交換 

 

 質問項目は以下のとおり。詳細は別紙のとおり 

  ○猫をつないで飼育する条例制定について 

  ○空港の名称変更について 

  ○益田まつり・水郷祭の再開について 

  ○少子高齢化対策について 

  ○防災アプリと公式 LINE の統合について 

  ○市民活動の活用について 

  ○水道水の発がん性物質検出について 

  ○ノーマイカーデーについて 

  ○元町人麿線の事業見込みについて 

  ○広島広域都市圏の活動について 

  ○中高一貫教育の推進について 

 

○閉会（秘書広報課長） 



意見交換 

質  問  事  項  等 回      答 

①猫をつないで飼育する条例制定について 

 野良猫が問題になっている。猫は繁殖力も高いた

め、犬と同じように猫をつないで飼うような条例制

定を検討してもらいたい。山口県では条例制定・施

行されている。 

 

 

②萩・石見空港の名称変更について 

 鳥取県のコナン空港のように目立つ名称に変更

してはどうか。神楽が盛んな地域なので石見神楽空

港など。「萩」がついているものどうかと思う。 

 

 

 

③益田まつり・水郷祭の復活について 

 両イベントが実施されなくなった経緯と、今後再

開の目途があるかどうか。お祭りがないと元気が出

るチャンスがない。寄附金・担い手の問題は市の方

で何とかして、元気の素を作っていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④少子高齢化対策について 

 例えば 10 年先の国の人口推移がどうなっていく

かの見通しを持って、具体的な施策をお聞かせいた

だきたい。 

  

 

 

 

 

①放し飼いにより野良猫が増えることによる環境

悪化を防ぐために、不妊去勢手術への補助制度を創

設した。被害者が猫を捕まえて動物病院で手術を受

けさせてもらうことが前提となる。行政の方からつ

ないで飼うことまではなかなか言えない。今後検討

させていただきたい。 

 

②正式名称は石見空港、「萩・石見空港」は愛称とな

る。これは十数年前に利用促進協議会で募集し決定

したものである。これまでの経緯と様々な方の意見

を踏まえ決定していることを考えると、今段階で見

直すことはどうかと思う。萩方面の観光客の空港活

用も見込んでおり、名称を変えづらい状況である。 

 

③共通の理由としては、まつりの担い手がいないこ

と。運営経費として行政も補助金を出しているが、

民間企業からの寄付集めに苦労しており、財政的に

持続可能でなくなっていると聞いている。 

 水郷際については、花火打ち上げ場所の確保に苦

慮している。 

 水郷際については根本的な問題が解決していな

いため再開のめどはたっていないが、益田まつりに

ついては協議が進められており、今年の夏には新た

な益田まつりを開催する予定となっている。 

 にぎやかで人が集う明るい催しを実施していき

たい思いはある。市民自らが参画し、盛り上げてい

くことが大事と考えている。 

 

④今後ますます人口が減少し、出生数も減少する予

測となっている。社会増が見込めたとしても、自然

減をカバーするだけのものは期待しにくい。 

 人口減少を少しでも緩やかにするための施策に

取組んでいるが、あわせて人口減少の中で地域や行

政をどう持続可能にしていくかの観点で、今後は公

共施設の見直しを進めざるをえない。不要・優先順

位の低い施設は、皆さんの意見を聞きながら少しず

つ削減という方向に向かわざるをえないと考える。 



⑤防災アプリと公式 LINE の統合について 

 公式 LINE が分かりやすくなった。高齢者は公式

LINE の登録さえ苦労しているし、使い方が分から

ない人も多い。一本化すればわかりやすくて良いと

思う。 

 

⑥市民活動の活用について 

 市民活動をもっと活用していただきたい。 

 

⑦水道水の発がん性物質検出について 

 以前、新聞報道で益田市の水道水から発がん性物

質が検出されたという記事を見たが、安全性はどう

なのか。 

 

⑧ノーマイカーデーについて 

 1 日・20 日のノーマイカーデーとはどういうこと

か。個人的には消防車両が多いと思う。浜田市と比

較して減らしてはどうか。 

 

 

 

⑨元町人麿線の事業見込みについて 

 元町人麿線の事業の見込みについて詳しく聞き

たい。 

 

 

 

 

⑩広島広域都市圏の活動について 

 新聞にも掲載されていたが、具体的な活動につい

て聞きたい。 

 

 

 

 

 

⑪中高一貫教育の推進について 

 学力推進とは学力が高い子をさらに伸ばすのか、

できない子をできるようにするのか、その両方か？ 

 働く場所がない、賃金が安いではなかなか帰って

⑤今後相談させていただきたい。 

 

 

 

 

 

⑥市民の方が実施されている活動を把握したい。そ

のうえでお知恵を貸していただけたらと思う。 

 

⑦天然でもある程度は検出される物質で、健康被害

のない基準値以内の数値と認識している。安心して

水を使っていただけると思う。 

 

 

⑧市役所でもノーマイカーデーを設けている。また

8 のつく日は自転車通勤を推奨している。地理的状

況で思うようにはならないが、今後も進めていきた

い。市の共用車・公用車について、今後はなるべく

少ない台数で業務がこなせるよう取組んでいきた

い。 

 

⑨高津工区については今年度開通の見込みである。

吉田工区は先日事業化されたところで、事業化から

着手までしばらくかかり、工事自体も数年かかるこ

とから開通の見通しは立っていない。吉田工区が開

通すれば益田中学校への避難経路の確保も図られ

る。 

 

⑩広島広域都市圏は広島市を中心として、広島県・

山口県・島根県のいくつかの自治体で、およそ 200

万人規模の広域圏を作って、様々なまちづくりを協

働してやっていこうというもの。特に観光や福祉の

取組について、連携して進めることになっている。 

具体的な事業については、今後、広島市を中心に協

議される。 

 

⑪高校卒業後に益田市を離れてしまうことが非常

に多く、益田市の人口減少の大きな理由となってい

る。広い選択肢の中で「益田市で活躍したい」と思

う若者が増えるような魅力的なまちを目指したい。



これない。働く企業・賃金がもっと魅力的になれば

若者が帰ってくると思う。 

これからは若者と女性に選ばれる地域にしていか

ないと将来はないと思う。 

 一方で益田市の学力水準が高くないために、子育

て世代に益田市が選ばれない実態がある。益田市の

教育環境を高めるため、学力育成推進事業や算数数

学パワーアップ教室を実施している。 

 目指すのは中高 6 年間を一貫した取組体制であ

り、今少しずつ地固めをしている。 

 

 


